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≡た え カゞ き

パキスタン回教共和国でほ､地方農村における貧困と失業の撲滅及び農村と都

市の社会･･経済的不均衡の解消が深刻な開運となっており､第7次5ヶ年計画

( 1988年--1993年)に於いても､農村地域の開発を重点施発として掲げている｡

パキスタン回教共和国の国民経済ほーおおよそ4分の1を農業に依存しており､

特に､国土の4割を占める半乾燥-乾燥気候の丘陵地と､そこを涜れる中小河川

の漫淑開発が重要であると認識され,既存の潅淑･排水施設の修復･拡環,新烏

農地の開発,農村開発,農業技術の普及,農業支援組織の強イヒ等､多方面にわた

る給食的な再発が優先的な諌蓬となっている｡

調査団ほ,上述の背景を認識して､パンジャブ州及び北西辺境州のインダス川

西方,スレイマン山麓平野で､雨期の洪水氾濫水を人口的に誘導して潅激する伝

競的潅淑農業地域の現地調査を､ 1989年7月に実施した｡

本報告書ほ､この事前調査結果に基づき､日本の技術協力事業として有望と考

えられる､以下の潅親農業開発計画に関してとりまとめたものである｡

1) デイ-.ジー･カーン潅満開発計画

2 ) ミタワン川潅淑パイロット開発計画

3) デイー･アイ･カーン潅我国発計画

上述の潅激闘発計画ほ､パキスタン政府の第7次5ヶ年計画に即した事業計画

で,調査の早期実施が期待されており､これに協力することほ非常に有意義なこ

とと考えられる｡本報告書が､パキスタン回教共和国の潅灘農業開発を支援する

日本政府の技術協力の前進に役立つことになれぼ幸いである｡

調査は､ 1989年7月2日より13日にかけて実施したもので,御指導と御協力を

賜った農林水産省構造改善局建設部設計課･海外土地改良技術室,海外農業コン

サルタンツ協会,在パキスタン日本大使館､ JICAパキスタン事務所の関係各位に

深く謝意を表するものである｡

団

1989年 9 月

長 大堀 忠至

鈴木 迫郎
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第1章 調査の経緯

1. 1 調査の背景 ‾

パキスタン国ほ､捻人口の約72% (1981年センサス)が農村に居住し､農業

ほ国内総生産の約4分の1を占める｡パキスタン連邦政府は現在､第7次5ヶ

年計画( 1988年-1993年)に基づいて国家開発の諸政乗を推進しているが､農

村部を国家開発の基幹を成すものとして位置付け､その開発推進を大きな柱に

掲げている｡農村のインフラストラクチャーの整備､特に潅渦排水施設の整備

及び圃場ヘの合理的水管理は､農民教育の普及,保建衛生の向上と共に､農村

地域活性イヒのための大きな要素とされる｡

パキスタン国ほ乾燥･一半乾燥地帯に属し､農村を含む地域社会の発展にとっ

て水資源の開発ほますます重要である｡インダス川を含む主要河川及びその主

要支川ほ大愚模な水資源開発が進み､今後の開発計画も樹立されている｡一方､

これら主要河川･支川の涜域のうち､パキスタン国の釣4割に相当す息面績ほ

丘陵･土漠地帯で､無数の中･小河川(野渓)が読下している｡これらの河川

は水資源としてほとんど利用されることなく,時として洪水被音を発生させて

いる｡第7次5ヶ年計画においても､この洪水流出水を潅親日的に利用するこ

とを地方農村開発の重要な戦略の一つに掲げており､農村地域の経済発展の課

題となっている｡

インダス川からその西方のスレイマン(Suleiman)山脈ヘ続く平底に雨期の

洪水氾濫水を人エ剛言_誘導して潅瀕する古来からの潅灘農法がある｡スレイマ

ン山脈は海抜2,000mを越える急峻を荒廃した山岳地青である｡雨期( 7月-

9月)の豪雨により､河川は土･石を伴って奔涜し､山麓にて氾濫･拡散して

複合扇状地を形成_している｡渡波ほ斎状地で氾濫した涜出水を土.石境の分涜

堰にて下涜平地に土水路にて導水し､湛水潅淑を行うものである｡これら水利

施設の機能ほ低水時に限られ､洪水に対しては農民の管理能力を越えたものと

なり,時として,インダス川の水を利用した東灘地域に浸水故事を与えている｡

これに対し､分涜の技術,高水の誘導,水管理,営農等の近代化が注目され､

r限られた水資源の有効利用による農業開発を目的として､国内他の類似した地
域の指寮となるよう当地域のパイロット開発にパキスタン政府も積極的な姿勢

を示している｡

この■ような背景から､インダス川中涜域右岸に位置するパンジャプ州ディ-

･ジー･カーン(Dera
Ghazi Khan )地区と北西辺境州ディー･アイ･カーン

(Dera lsqLai I Khan)地区の現地調査を実施した｡



1. 2 調査の目的

本調査ほ､山莞から雨期の氾濫水を導水して潅漉する伝統的潅親展法を調査

し､各種水利施設の近代化による農業開発の技術的可能性について検討するこ

とを目的とする｡

1. 3 調査の実施

本調査ほ19約年7月 2日より 7月13日にかけて実施した｡
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第2章 事業への背景

2. 1 パキスタン国の概況

(1) 国土･人口
ー

国土面積

人 口

796,000 hi

8,425万人(1981年センサス)

(2) 都市･州

首都はイスラマバード(人口20万人)で､その他の人口20万人以上の大都市

はカラチ( 521万人).ラホール( 295万人)
,ファイサラバード(110万人)

ラワルビンディ(80万人)
,ハイデラバート(75万人) ,ムjL,タン(73万人)

グシランワラ(60万人)
,ぺシャワール(51万人) ,シァルコット(30万人)

サルゴダー(29万人)となっている｡

パキスタンほイスラマバード首都圏の他にパンジャプ州(Punjab)
,シンド

州(Sind)
,パルナスタン州(baluchistan

)
,北西辺境州(”.”.F.P

)の4

州と辺境種族行政連合州(FATA)とから成っている｡

それぞれの人口･面積･人口密度は次表の通りである｡

地方/州

イスラマバード首都圏

パンジャプ

シンド

N. W. F. P

FATA

也+____

全 国

一L月+
340, 286

47, 292,441

19,028,666

ll,061,328

2,198,547

4, 332,376

84,253,644

面積(h&) 人口密度(人/h&)

906 376

205, 344 230

140, 914 ･:135

74,521 148

27,22¢ 81

347, 190 12

796, 095 106

(3) 言語･素数_

現在､ウルドゥ一語,パンジャブ語,パシュトウ語,シンデイ語,パルチ一

語等数種類の言語があるが,大多数の人口ほ公用語であるウルドゥ一語を話す｡

また最近では英語が広く使用されている｡

国民の97%ほイスラム教で､キリスト教ほ2%,その他1%であり､イスラ

ム教の信仰が圧倒的である｡

(4) 地 勢

パキスタンほ､北緯23● SOP-36o 45'
,東経61o

OO′
--75o
31′に広がり､

南北約1,600kTb,東西釣885km8こ至る｡

北東部にヒマヤラ山系のカラコルム山脈,ヒンズークシ山脈の山岳地帯があ

り､国土の中央部をインダス川が貢涜してアラビア海に注いでいる｡西部には

パルナスタン高原がある｡南部及び西部にほ砂漠地帯がある｡

- 3 -



(5) 気 候

気候は場所によって多様に変化する｡インド亜大陸全体で一番雨量の少ない

地方に位置しており､年間降雨量ほ平均して280-300Tbm程度である｡ 7月,

8月頃にほモンスーンの影響を受ける｡高温乾燥型の気候が支配的である｡

平野部の1月の最低,最高気温ほ4-15℃, 17-24℃であり､ 7月のそれら

ほ30-39℃及び37-45℃である｡最高温度52.Cがヤコパパ-ドで記鐘されてい

る｡

2. 2 農業事情

パキスタンほ実質的に全人口の70%が農村に生活しており､そのうち50%以

上が農業や畜産業及び関連加エ業に従事している｡

7,960万haの国土のうちの39.8%の3,170万haが農業･林業の適地とされて

いる｡森地ほ316万haであり､耕地面積ほ2,060万haで平均の土地利用率は釣

65%である｡このうち休閑地が500万haで純栽培面積ほ1.560万haである｡そ

の21%の430万haが多期倖で､延栽培面積ほ1,990万haである｡

作目別にみると､小麦756万ha,米208万ha,とうもろこし82万ha,グラム

106万ha,締花250万ha,さとうきび76万haがその主なものである｡

港滅面積は1,562万haで耕地面積の75.8%を占める｡そのうち､ 1,134万ha

ほインダス川水系から取水する海瀬システムの整備されたパンジャム州とシン

F州にある｡

1980年農業センサスによると全国に407万の農家があり､そのうち3ha未満

の経営頚模の農家が50,9%を占め､その農場の合計両帝は1,906万haである｡

223万の農家ほ自作農で､ 993万haを経営し､ 105万の純小作農が411万haを

耕している｡自作農が小作を雇用するものほ79万農家で､ 502万haを経営して

いる｡つまり､ 45%の農家が農地を全部借りているか一部を借りて栽培してい

る｡全農家の平均経営親模ほ4. 7ha/戸である｡

2. 3 第7次5ヶ年計画(1988--1993)

(1) 捻 論

この第7次5ヶ計画(1988-1993)及び長期計画(1988-2003)ほ全4巷よ

り成っている｡

第1巻はPartI第6次5ヶ年計画の成果, PartⅡ長期計画(1988-2003)及

びPartⅡ第7次5ヶ年計画(1988-1993)のうち､ A.基本構成, B.基幹改

発. C.競計と計画実施, D.続計資料が含まれている｡
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第2巻はE.生産計画, F.物理的インフラストラクチャー, G.社会的

知的インフラストラクチャー, H.続計資料が含まれている｡

第3巻ほ､連邦政府アロジュタトのリスト,第4巻ほ各州政府プロジェクト

のリストとなづている｡

(2) 水資源開発計画

インダス平野における主たる地表水･地下水ほ広範囲に再発され,パキスタ

ンの農業基地の90%にほ潅淑組織が建設されている｡しかし､全体としてほ､

潅教組織における土地及び利用効率ほ依然として非常に低く,水及び土地の単

位当りの生産と生産性の低さに大きな影響を与えている｡地表衰滅僕給水の約

半分が作物栽培地に到達していると見られるが､しかし､件物の要求する水量

･水準を清たしていない｡また､平野部の土壌の塩分濃度が偉物の低収量の要因
の一つとなっている｡近年､潅液温菰における水量過失防止を目的としていた

水路組織及び圃場水路の改修工事が実施されている｡水路支配地区水管理強化

計画(Command uater Management Project)がパイロLyト的に実施されている｡

また､排水と開拓事業が実施され,土壌め生塵性の改良に役立っており､目下

官民の努力が続けられている｡

西部諸河川の年平均涜入量ほ1丁.2ミリオン･ヘクタ- ･メータ(MHaH)で､
夏のカリフ期8=17.2MHaH,冬のラビ期に2. 74MHaHである｡

作付面積ほ1960/61年度の10.4HHaから198ア/88年度の16.5MHaになった｡

この両帝の釣14. 18MHaほ潅淑組織の支配地域であり､そのうち8, 5HHaは周年潅

我地区(Perenial supp一y ) ､ 5.6MHaほ非周年潅灘(Non-Pereniat supply )

地区である｡

1)

2

3

将来の水資源開発計画には､下記が含まれる｡

新規地表水と地下水開発によって潅減債姶量を継続的に拡大すること

氏存の潅淑供給量の保全と効果的な管理

地下水による土地の水浸し抑制,排水と土壌改良計画による土地の生産性

の増大

基本目的と政策は次による｡

水資源開発に対する投資ほ､第7次5ヶ年計画の全体目的に完全に合致する

ものでなければならない｡

第7次5ヶ年計画においては,既存のプロジェクトを完結させるものとする｡

新規公共チューブウェル排水プロジェクトは壇分地-こおいてのみ実施する｡

但し､淡水地下水地帯における地下水による被災地で帯水層条件が困難なもの,

民間部門で運営不能と見込まれるものは公共チューブウェルとする｡
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4)

5

6

ア

8

9)

潅漉･排水の開発計画事業ほ､小瀧模で短期間に投資効果の発現が期待でき

るものに慶先性を与える｡

一斑存の潅親水供給の保全計画事業を実施する｡
開発の地域差をなくすために､開発の遅れている地域におけるより速く効果

の発現する小規模潅淑計画の準備と建設に注目する｡

新見潅教組溝､特に中馬模貯水池を建設して地表水の利用度を高める｡

新規の海瀬開発計画事業及び潅親水路組織を改修して洪水涜出水を潅親日的

に利用する｡

完了した事業及び実施中の事業を監視,評価して期待された便益の達成を阻

害する要因の排除に努める｡

10) 第7期中にTarbela-IBP工事を完了させ､維持管理支出を非開発部に移行さ

せる.
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第3章 事業計画

3. 1 ディー･ジー･カーン潅激闘発計画

3. 1. 1 経緯･背景

パキスタン国パンジャプ州ほ､稔面積20.5万h&で全国へ26%,捻人口釣

4, 730万人( 1981年センサス)で全国の56%を占め､人口密度は'230人/hi

で人口集中の最も高い州である｡パンジャプ州ほ､ 8県(Division)とイス

ラマバード市からなる｡州の稔耕地面積は1,290万haで､そのうち980万ha

ほ各種水源にて潅漉され､残りの310万haは天水に依存している｡

パンジャブ州の中央及び南部ほ､インダス川及びその主要支川の氾濫によ

り形成された沖積平野が広がり､各種の水利施設が整備され､潅淑農業が発

達している｡一方､西部･北部の山地･丘陵地ほ天水農業と牧畜であり,普

農形態も租数的･零細である｡天水農業地域では雨期に洪水を伴う涜出水が

あるが､これら限られた水資源の有効利用による農村振興が優先的な課題と

なっている｡

ディー･ジー･カーン地区ほ､パンジャプ州の中で最も厳しい地理的･藻

済的環境下にある｡当地区には､ 200余りの中小河川があるが､いずれの涜

域も荒廃しており時として起こる豪雨により尖頚的な洪水が発生する｡洪水

ほ､土石を含む奔涜となって丘陵地で氾濫し､下涜の農村地域発展の阻亨要

因となっている他､インダス川沿い低平地の潅灘地域では浸水青を引き起こ

している｡

一方､洪水ほ農耕に必要な沖積土を運搬し,河岸に形成された村々の農民

に大きを恵みを与えてきた｡古来より雨期の涜出水を土･石境の分涜施設に

より､･簡易へ導水する潅親鳥業がある｡これら施設の効用ほ低水時に限られ､

洪水に対してほ農民の管理能力を超えたものとなる｡

パキスタン政府ほ,地方農村の社会･麓済的基盤整備を重要施兼に掲げて

おり,特に天水地域(バラニ地域)への潅淑農業の導入が農村開発･農村地

域の癌性イヒに重要な戦略とされる｡このためには､雨期の限られた涜出水を

潅淑に有効利用し､併せて洪水による農地や農用施設の災亨を未然に防止す

ることにより､安定的農業生塵に適するよう水条件,土地条件を整備するこ

とが必要である｡

バシジャブ州政府ほ､他の類似地域へ潅淑農業の導入を図るための指蕃と

するぺく､デイー･ジー･カーン地区の中･Jト河川群を優先的に周発するこ

とを決定している｡このような背景の下､州政府ほ当地区主要河川の”/P

調査を1984年に実施した｡

- 7 -



LIMQFt(

>

LOCATION MAP

!

▲㌔＼ちt.1;ij:Q.'u亡,,A

ARA61AN sE4

ち
ロ

上
D.G.人N▲ト柏uTORiIENT ZZ22EZI

/

J
～

′

＼
rノ

モ

U

KONしU

ユ
′･/
亡＼-I

/

｢■
ヤー

FIG.-1 MAP OF

D.G.KHAN HJLL TORRENTS

scAしEイ三27･弓汚MiTes

.～..W.
F･

･,./(
●ヽ_I

子㌔ノ
TOI SA司o

/I
ノ し

I
NtJSAKM(

-J7
＼
ノ

■/
～

㌔
/)=

8▲州NA ～

/

{～.-

?

′一‾｢

S Oy7I

ii(/

//
<lH6Al :

/
I:.i
′/

)
(

J/

)､

ーナー､

‾/
/

･/

恥
/

I i,′

tltJq

弐
㌔

∫11'1

8

ノ

～

∠

I

I

i

警吾

H

/

/

▲一＼

S巧

ヽ

J▲LI
PUR

グ

/

て､

節

戸/

3l

N

A
～

i

○し引▲H

ARRAG∈

マ

NUZAF FAR

].
二⊃

-i

l

l

♂′′卜

しノ

”.～.

- 8 -



近年､潅親日的に取水するための分流境が主要河川に建設されているが,

部分的なものであり,その穏能も十分をものといえない｡農村部と都市部ヘ

の洪水故事は､人口の急激な増加と共に年々増大しており､洪水管理と涜域

保全を配慮した稔合的な農村開発が急務となっている｡

従って､本計画では､

1) 潅減水利施設の整備を軸とした総合農村開発を通じて､地区農民の所得増

2

3

大･生活水準の向上を図る｡

水管理,農業技術の普及等を通じて安定的農業生産を確立する｡

洪水涜を管理し､洪水による農地や農用施設の災青を防止し､民生の安定

を図る｡

等を基本的な目的とするものである｡

現在､ディ-･ジー･カーン地区は､ M/P調査が完了した段階であり､

パキスタン政府は日本政府によるF/S調査の早期実施を希望している｡

3. 1. 2 地区概要

本計画地区は､パンジャプ州の南部ムルタン(HuJtan)県にあり､ムルタ

ン市西方へ100h,車で約2時間の行程である｡ディ-･ジー･カーン地区

はデイ- ･ジー･カーン及びラジャンプ-ル(Rajanpur)行政区に当り､絵

画積24,300hiである｡地区の東部ほインダス川で､南ほシン7i州,西ほパル

チスタン州,北ほ北西辺境川のディ- ･ジー･カーンに接する｡

地区の西部には､海抜2,000 mを越えるスレイマン山脈があり､約･200の

中小河川が東部のインダス川に向って読下する｡山脈ほ急峻で､山地丘陵部

から緩やかな山麓平野を経てインダス川沿いの沖積平野i氾濫平原,インダ

ス川に連なっている｡

地区中部のインダス川沿いの低平地には､タウンサ･バラ-ジ(Taunsa

8ar｢age )からのデイ- ･ジー･カーン水路がスレイマン山脈と平行に延び､
水路海瀬が行われている｡沿岸沿いは､またインダス川の地下水を利用した

井戸潅淑が行われている｡全地区面積24,300k&のうち約50%ほ平地で,平地

の33% (40万ha)ほタウンサ･バラ-ジからの導水により潅漉され,更に平

地の10% (12万ha)は､水路潅淑地域とスレイマン山脈丘陵地の中間に位置

する起伏の媛やかな山麓平野で､スレイマン山脈河川群の洪水涜出水により

潅激される地域で､残りは土漠となっている｡

(1) 地形･地質

ディー･ジー･カーン地区ほ､東経60o 10′から70o 49′
,北緯28o

27′

- 9 -



から31o 29'にあり､当地区に涜下する中･小河川の全涜域面積ほ23,730h青

で,流域に北西辺境州のデイー･アイ･カーン,ローラレイ,パルナスタン

州のコールウの一部を含む｡面積の内訳は､パンジャブ州18,730h&,パルチ

スタン州4,8TO h&,北西辺境川130 h&である｡

山地部ほ､急峻で荒廃している｡山脈から続く丘陵山地部は､土湧化して

おり､樹木ほほとんど見られない｡河川が涜出する山麓部ほ､スレイマン山

脈からの涜出土砂により複合扇状地を形成している｡更に下涜の平地ほ､地

形勾配1/1, 000程度で､粘土物で被れ凄やかに起伏している｡

インダス川沿いは､インダス川の氾濫により形成された沖積平野であり､

インダス川との間には氾濫原が広がっている｡

(2) 気象･水文

調査地区の気候ほ乾燥-半乾燥地帯に当たる｡年平均雨量は南部で100 mn,

北西山地部で380mmで､年雨量の50%以上が7月から9月に記鐘される｡気

温ほ夏期に43℃以上となるが､冬期ほ20℃以下となる｡

雨量観測所ほ､地区内外に48ヶ所あり､そのうち地区内ほ38ヶ所である｡

(3) 人口･産業

人々の生活基盤は農業であり､主に小麦,締花,とうもろこしを生産して

いる｡大多数は農村部に住み地区の総人口は約200万人で人口密度82人/h&

である｡パンジャプ州の平均は､ 230人/hS (1981年センサス)であり､パ

ンジャプ州の中で最も厳しい自然･社会条件下にある｡当地区のGNPは､パ

ンジャプ州の3%にすぎない｡

(4) 地形図

地域をカバーする地形図ほ1/80,000であり､ F/S調査のためには主要ヶ

所の実測地形図が必要となる｡

3. 1. 3 計画概要

計画地区の耕地のうち､洪水涜出による潅液面積は12万haである｡この洪

水流出水の潅我利用は､低水時に限られ､洪水時は農耕地ヘの土砂流入,道

路等の欠壌,下流水路潅漉地域の耕地･住居の浸水等地域発展の阻青要因と

なっている｡このことを踏まえ､事業のコンポーネントほ以下の項目が考え

られる｡

(1) 潅我国発計画

地区の主要河川に洪水涜出水を可能な限り潅我利用するための分涜施設を

設け､併せて幹線導水路の整備を行い､海瀬水の安定供給,新式の農地開発

を図る｡

10 -



(2) 洪水防御施設の整備

潅滅に不要な洪水涜を濯滅地区外の土漠地帯へ氾濫.導水し､インダス川

へ放涜するための施設整備で､導涜堤,承水路等により,潅漉地域の浸水被

亨を防止する｡また､地形により､洪水調衝弛を計画する｡

(3) パイロットアロジ‾ユタト

事業計画を円滑に推進するために､開発効果の最も高い地域を選定し､先

行事業を行う｡

(4) 農業･水管理技術の普及

水資源開発のための諸施設の建設と対応させ､以下の項目からなる農業･

水管理技術の普及を障る｡
一 水資源並びに土地資源の有効利用を図るため､最適な土地利用,導入作

物並びに作付休系を策定し,適正な海親水量及び,そのための水管理技術

を導入する｡
一

農業生産及び農家所得の増大を図るため､適切な栽培方法を確立し､潅

淑農業技術を普及する｡

(5) 涜域保全･環境同産

山地は荒廃しており､洪水は､尖頭涜となることから､植林,砂防ダム等

涜域保全技術の普及を図るとともに,事業に伴う環境問題について検討する｡

3. 2 ミタワン川潅救パイロット開発計画

3. 2. 1 経緯･背景

ミタワン川ほ,デイ-･ジー･カーン地区の主要13河川の1つで､パンジ

ャプ州ムJレタン(Hultan)県に属す｡
県中央部ほ,インダス川の氾濫平原及び氾濫により形成された沖積平野が

広がり､潅親水路による農業が発達している｡また､インダス川西方の山地

･丘陵地は天水農業と牧畜であり､嘗農形態も粗放的･零細である｡丘陵地

からインダス川沿いの水路東灘地域までほ､平坦な土漠に雨期の洪水を利用

した潅漉地域が広がっている｡

パキスタン政府は､地方農村における貧困と失業の撲滅及び,地方農村と

都市の社会･建済的不均衡の是正を推進するため､第7次5ヶ年計画(1988

年-1993年)において､農村地域の開発を重点施策として扶げている;特に､

国土の40%を占める半乾燥-乾燥気候の丘陵地と､そこを涜れる中′ト河川の

潅淑帝発が重点であると認識され､既存の潅灘排水施設の修復と拡蛋,新規

農地の開発,農村開発,農業技術の普及,農業支援組織の韓化等多方面にわ

たる捻合的な開発が優先的な課題となっている｡

- 11
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ミタワン川の涜域ほ､ムルタン(Hultan)県西部のディー･ジー･カーン

及びラジャンプール(Rajanpur)行政区に含まれる｡デイ-･ジー･カーン

市の西方スレイマン山脈の山麓から続く平坦地に､雨期の一時的な涜出水を

利用した古来からの潅激農法がある｡山麓8sて氾濫した洪水涜に対し､土･

･石境の分流堰を設け導水し､湛水潅淑を行うものである｡これら.水利施設は

低水時に横能するだけであり､洪水を管理できない施設である｡しばしば洪

水流ほ､インダス川沿いの水路海瀬地域にて氾濫し､浸水被寄を起こしてお

り､当地域の発展の阻害要因となっている｡

ミタワン川ほ､ディー･ジー･カーン地区の主要13河川の1つで､潅潮間

先のためのF/S調査ほ､デイー･ジー･カーン地区のM/P調査と共に

1984年に完成している｡これらの調査日的ほ､

1) 中･小河川の涜出水を利用した海瀬開発計寧のためのマスタープランの作

成

2) 主要13河川のうちから,パイロットプロジェクトの選定

であり､ミタワン川ほデイ-･ジー･カーン地区の他の河川､更にはパキス

タン国の類似した河川開発の指標となるぺく､技術的･経済的に発展の可能

性が最も高い地区として,パイロット･プロジェクトに選定され､ F/S調

査が実施されたものである｡

本計画ほ､ミタワン川の基幹水利施設の整備を通じて潅漉用水の安定供給,

洪水氾濫の防止を行い､地方農民の所得の増大･生活水準の向上を図るこ七

を基本的な目的とするものである｡連邦政府水利電力省(Ministry of water

and Power)は､州政府潅親電力局(Irrigation and Power Depertment )

と協力し､/日本政府の無償協力資金により本計画の基本調査とその実施を早

急に実現したいと希望している｡

3. 2. 2 地区概要

ミタワン川は､ディー･ジー･カーン及びラジャンプ-ル行政区にあり､

ディ-
･ジー･カーン地区の主要13河川の1つで､中規模な涜域を持つ｡

山麓平野始端の涜域面積ほ約710 hiで､涜域は北緯29o 47′から30o O6' ,

東経59o 58′から70o 17′にあり､北はビドール,南はカウラ及びバガ･コ

ースラ,東はサキ･サワールの各河川の涜域と境界をなし､西方の涜域界3

--6kmからはパルナスタン州となる｡

淀城にほ､ディ-･ジー･カーン-フォート･ムンロハイウェイが縦断し､

‾ 地域の主要幹線道路としての役割を果している｡フォート･ムンロ,ラキ･

13
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ムン,チョテイ･バラが主な村である｡当地区は､厳しい気象条件,荒廃し

た台地､更にほ河川の氾濫により,人口密度わずか82人/h&程度に過ぎず､

人々は零細な農業により生活している｡

(1) 地形･地質

ミタワン地域ほ､ 2,000 mを越える西方のスレイマン山脈と複合扇状地及

び､それに続く濃やかな山麓平野を経て､インダス川の沖積平野･氾濫平原

に連なっている｡

複合扇状地は､スレイマン山脈からの涜送土砂の堆積により形成されたも

ので､それに続く山鳶平野の地形勾配は1/1, 000
-1/1,300で粘土物で被わ

れている｡インダス川沿いの氾濫平原の勾配ほ､ 1/3,000であり､チョティ

町でその偏ほ釣20knに達する｡

当地城山蔑平野の両帝ほ42, 700haでーそのうち農業開発対象両帝ほ24, 500

haである｡

(2) 気象･水文

当地区の気象は､夏期のモンスーンと冬期の西風に特徴づけられる｡夏期

は高温で､平地では最高気温ほ43℃以上であり､冬期は涼しく20℃以下とな

る｡年雨量は､平地で100m
,山地で380附である｡平地でほ年雨量の64%,

山地では50%が7月-9月の夏期に記鐘される｡

(3) 産 業

人々の生活基盤ほ､ディ-
･ジー･カーン水路,洪水涜出水及び天水を基

とした農業と牧畜である｡大多数は､ディ-
･ジー･カーン水路の潅故地区

に住み,人口密度は約82人/h&である｡

(4)地形図

当地区ほF/S調査が実施されており､地域をカバーする地形図は

1/90,900がある｡また,受益地区ほ1/64,300の等高線間隔5feet (1.524m)

の地形図が整っている｡

3. 2. 3 計画概要

潅親愛益面積24,500haであるこのパイロット･プロジェクトほ､洪水の下

流地域への氾濫防止効果を併せ持つ潅灘用の主要水利施設計画であり､事業

のコンポーネントほ以下の項目である｡

1

2

3

4

コ テ イ 川の分涜施設

ミタワン川の分涜施設

ナンガル川の分涜施設の改修

パテ水路の分流施設の改修
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ち. 3

3. 3. 1

デイー･アイ･カーン潅激闘発計画

経緯･背景

≠ィ-･アイ･カーン(Dera Ghagi Khan )地区ほ､北西辺境州に位置す

る｡北西辺境州ほ,麓面積74,500hiで全国の13.1%,後人口約1,100万人

(1981年センサス)で全国の9.4 %を占め､人口密度ほ148人/hiでパキス

タン国の平均値106人/h&より,やや高い州である｡ディ-･アイ･カーン

地区(District)は,面積35,000hl,人口65万人で､北西辺境州の中で最も

自然.社会条件が厳しい地域であり､人口密度ほわずか19人/h&'8こ過ぎか1｡

当地区には,酉のスレイマン(Suleiman)山脈,北のマルワット(Marwat)

山脈から奔流する雨期の洪水流出水を利用し､山麓の平原を潅瀕する伝続的

な潅親展法がある｡潅我ほ､山麓にて氾濫した浅水を簡単な土壌の分涜堰で､

圃場ヘ導水･湛水するものである｡

河川ヘの涜出ほ､ 3月-4月, 7月-9月にみられ､低水時にほ海瀬に利

用できるが､洪水時ほ管理できず､貴重な多量の水がインダス川ヘ放涜され

るとと_もに､農地ヘの土砂ヘ涜入,インダス川沿いの潅淑地域での浸水,道

路の崩壊等各種の洪水被害を起こしている｡

ディ-
･アイ･カーン地区は､天水とこの洪水涜出水による潅淑面積が､

全農地の40%に達しー不安定な気象,貧弱な水利施設による低い農業生産性,

近年増大傾向の洪水災亨による社会不安の解消が深刻な間遷となっている｡

中･小25の河川が当地区を涜九､主要な河川が5つある｡これら主要河川

は､洪水時以外にも3月-9月の期間は基底涜があり,最大ほ涜域面積

29,800hiのゴーマル川で2.8 rTf/secに達する｡しかし､この涜出水ほ､丘陵

部から30-40h離れた下涜の農村･都市部が水利権を有しており,山麓平野

の潅潜水･飲料水として利用されることほない｡山蛮地方農村の飲料水の不

足時ですら､これら水利権により取水できず,下涜地域に読下する過程で基

底涜の50%が浸透･蒸発散等により失われている事実がある｡中間平地の地

下水ほ塩分濃度が高く､飲料水確保のため州政府ほ山麓に井戸を採掘しつつ

ある｡

パキスタン政府ほ､地方農村の社会･経済的基盤の整備を重要施設に掲げ

ており､第7次5ヶ年計画においても､洪水涜出水を含めた地表水の高度利

用を農村地域開発の戦略の1つに掲げている｡このためにほ､雨期の限ら允

た涜出水を飲料水･潅淑用水等に合理的に配分し､併せて洪水から農地や農

用施設の故事を未然に防止するための､農村のインフラストラクチャーを整

備する必要がある｡-近年､交通･通信施設,送電施設,各種建築物等社会･

生活基盤の整備に伴い､洪水彼等ほ増大しており､洪水管理と涜域保全を考

慮した麓含的な農村国発が急務となっている｡

15 -



BANNU DJSTFtlCT

SHERANA

令
nRAAH”
_仙ヲAL･

BANNU

マ(
人

マ

～

也
～

LA.

マ

メ,/'Tp
LF:,
:ら

＼.

∫

∫

＼

l

/

I

/

I

I

i;.(
l ＼

,

I

一ーー･: ＼
→
_

､- ＋

.← -Jノ

SAMBAZA

¶

_
J

､

MOll do

FO

取ー♂
‾一■‾､ソ

罰
○＼

奄
〟

i

I

KCLT IdURAO

GONAL ZAM

KHAJUJII

J(ACH

a

Z

SH.山ADER
ZA州/

N

4j

Zio(

JANDOLA

DARABAN …AN

ZAN

S4JIZ4AJoAJ

SANO∈M Nr

火OT

CllOLJdw4^

L}:
A(A

sT l

<o;

9;

CHA

rl･ qt

St

析ヾ盲”AARSR”A”GAE

鷹
TAJURl

4dlJ4

GURWAJ
r.一■

諺感iQ'
ノ

i

9

ここミ⇒
しAKKl

UMAll

K-”.ta:s
T=F小‾

LOOHJAN

㌔

I

SH･A}X?,?iuS,'eT,f-潤
[L?
･Aしl

J

●, 8HAIくKAR

q;

刀
∽

こ)

a

D.G'-.J(HAM D(ST剛CT

LEGEND

J. RJVE尺.

2 NULLAHS.

}･ CITYJTOWNJ VILしA6(

4. ROAD.二

5 CANALS,
.

iE山Ibl

ii.P(opo84d

6. BOLJNOARIES.

l. LrI(errIOlio1101

ii.Provinciol

iii.T●hil

”

__くi一+

●一 ●

FJG/3 MAP OF

D. L KIIAN HILL Tor?F?ENTS



従って､本計画では,

1) 潅親水利施設の整備を軸とした麓合農村開発を通じて､地区農民の所得の

2

3

増大･生活水準の向上を図る｡

水管理,農業技術の普及等を通じて､安定的農業生産を確立する｡

洪水涜を管理し､洪水による農地や農用施設の災嘗を防止し､民生の安定

を図る｡

等を､基本的な目的とするものである｡

パキスタン政府でほ､これらの山麓平野に海瀬施設を建設して､農業生産

を高める計画があり､第7次5ヶ年計画の施黄に沿い､早急に計画調査を実

施したいとしている｡

3. 3. 2 地 区 概要

本計画地区は､北西辺境州(”.”.F.P.)の南端ティー･アイ･カーン行政

区にあり､州都ぺシャワールから南方約300kn､パンジャプ州デイー･ジー

･カーンより北方約200hにある｡地区の稔面積13,500hiで,東部ほインダ

ス川が涜れ,南はデイー･ジー･カーンに接し､西ほスレイマン山脈､北は

マルワット(Harvat)山脈を涜域に持つ｡更に西方ほアフガニスタン国となる｡

(1) 地形･地質

地区には主な河川が25あるが,そのうち大河川ほゴーマル(GomaI )川,

タンク(Tank.)川,ダラバン(Daraban )川,チャウドワン(Chaudwan)川,

セーク･ヘ-ダー(Sheikh Haide｢ )川の5河川である｡山脈ほ急峻で､山

地丘陵部から竜やかな山麓平野を経て､インダス川沿いの沖肴平野ヘと続く｡

当地区の耕地面積ほ約90万haであり,そのうち9.2万haが水路･井戸等に

より潅漉され､ 25.3万haが洪水涜出水による渡波である｡

農地ほ､山麓の複合扇状地,それに続く勾配約1/1, 000の山麓平野の紳粒

土砂地帯及び,インダス川の沖積平野に限られる｡複合扇状地ほ,山地から

の土砂の涜出により形成されたもので,土壌ほ細-中粒の砂とシルトからな

る｡

(2) 気象･水文

当地区ほ､半乾燥気候帯に属し,年雨量は250mmを超えることはない｡最

高平均気温ほ､ 6月に45℃-49℃に達し､最低平均気温は17.6℃で1月に観

測される｡風向は通常東風であり.溢度ほ31%-71%と変化する｡

(3) 人口･産業

ディ- ･アイ･カーン地区の人口ほ65万人で､その密度ほ北西辺境州の平
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均148人/h&に対し､ 19人/h3に過ぎない｡主要座業は農業であり､主に小

麦,とうもろこしを生慶し､農民の大多数ほインダス川沿いの農村部に居住

している｡

(4) 地形図

地域をカバーする地形図ほ､ 1/250,000であり､今後F/Sを調査を実施

するに当っては､主要施設計画のための測量が必要である｡

3. 3. 3 計 画 概要

洪水涜出水を利用した現況の潅漉施設ほ､効率的でなく地域住民にとって

危険な水資源でもある｡洪水による浸蝕,土砂堆積の進行,公的･私的財産

の被亨の続発等､地域発展･活性化の障壁となっている｡このことを踏まえ､

事業のコンポーネントほ以下の項目が考えられる｡

(1) 水資源開発

現在､計画地区は洪水涜出水を利用した潅親展地が25.3万haあり､低水準

で不安定な農業生塵が､地区農民の生活を困窮させる原因となっている｡

当地区最大の河川､ゴーマル川及び,タンク川に貯水池を建設し､生活用

水,澄渡用水を確保すると共に洪水調節を行い､下涜地域の洪水災青を防止

する｡また､他の主要3河川についてほ､分流施設により洪水涜出水の潅我

利用を図る｡ゴーマル川のダム地点では既に概略調査が行われており､その

諸元は次の通りである｡

ゴーマルダム諸元

一

読 域 面 積
一 年 涜 出 量
一

年涜出土砂量
一

最大洪水記鐘
一

境 南

一

可能貯水量

29,300 hi

480,000 千rrt

12,000 千rrf

4.250
rR/see

150 m

890,000 千㌦

( 1929年)

(地形上極大値)

(堤高150mのとき)

(2) 潅我施設の整備

貯水池及び分涜施設から､受益地地内へ送水するための潅救施設を整備し､

効率的な潅淑用水の配分を図る-.

(3) パイロット･プロジェクト

事業計画を円滑に推進するために､開発効果の最も高い地域を選定し､事

業の先行を図る｡
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(4) 農業･水管理技術の普及

水利用の高度化を図るため､最適な土地利用,導入作物並びに作付体系を

策定し､適正な潅灘用水皇及び,そのための水管理技術を導入する｡

(5) 涜域保全･環境問題

洪水ビータ流量の低減を図るため､植林,砂防ダム等流域保全技術の普及

を図るとともに､事業に伴う環境問題について検討する｡
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第4章 捻合所見

パキスタン国でほ将来の人口増に相応する食糧と破維希の自給,倫出展産

物の生産拡大及び地方農村と都市部の開発地域格差の是正が緊急の課題であ

り､これには､何よりも現存する農地の単位収量の増大及び新規一作付面積の

拡大が必要となる｡このため､第7次5ヶ年計画に即し,パキスタン国土の

4部を占める丘陵平地を読下する洪水涜出水の潅淑への有効利用,洪水の管

理技術の導入,貯水池施設等による薪点水資源開発を図ることが重要で,農

民教育の普及,保建衛生の向上と共に農村地域開発のための要素とされる｡

4. 1 デイ-･ジー･カーン潅激闘発計画

一本事業ほパキスタン国海瀬開発計画の基本施策に沿うもので,乾燥-一半乾
燥地帯の地方農村における貴重な水資源である洪水を潅淑用水として安定的

に供給せんとするものである｡当地区の主要河川13ヶ所(内ミタワン川は

F/S完了)ほM/P調査が完了している｡施設ほ洪水氾濫水の潅親日的の

ための分涜施設及び洪水涜制御のための導涜填である｡現在M/P調査に従

つてわずかに工事が進められているが､地方官庁の予算不足,農民の自己資

金の不足等によってごく簡単な施設となっている｡

7月初旬の現地調査時期ほ雨期の始まりであったにもかかわらず､河川に

-よっては相当の濁涜が涜れており､最盛期の洪水の厳しさが認知された｡ま
た､下涜のディー･ジー･カーン水路右岸(山側)の農地では排水不良の結

果,既に所々浸水ヶ所が見られた｡_また､地区内幹線道路の河川横断ヶ所の

大多数,丘陵部でほ土石涜により洗掘･失壌,平地部でほ浸水しており､乗

用車の通行が困難であった｡既存の水利施設は全体的に基礎部及び下涜部の

水理学的配慮が欠けており､河床洗掘,導水墳墓礎の欠壊が見受けられた｡

分流堰予定地点では､いずれも山麓平地始端部の複合扇状地で､河床ほ砂
礁の堆積層である｡河川横断構造物ほ主に高さ5m程度の土･石填であり､

支持力ほ十分であると判断された｡今後､トレンチ掘削により設計諸元を確

認すれば長いと考えられる｡

本事業に関しては､今後J I CAのP｢e F/Sを行い､地区のマスタープ

ランを確立するとともに､技術的･経済的に最も優先度の高い地域を選定し

F/S調査するのが妥当であると判断した｡この調査･事業の実施受入れ機

関ほパンジャプ州政府海瀬電力局になるものと思料される｡
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本件をJ I CAのF/S調査として取り上げる場合ほ､パキスタンローカ

ルコンサルタントチームを活用することが効果的であろう｡これらの調査計

画骨子はおおよそ次の通りである｡

(1) 調査期間

現地調査ほ6.5カ月とし､全調査期間ほ18ヵ月である｡

(2) 主要調査項目

1)現地調査及び資料収集
一

地形図,河川,潅減,農業,社会･経済,洪水管理等の資料上牧集及び照

査

2)洪水管理及び農業開発計画調査
一

洪水涜出特性,洪水被害,涜域保全等の調査
一

恵淑排水計画,分水計画,洪水涜の潅灘への利用計画
一

件物の消費水量,潅灘効率等を考慮した用水計画
一

洪 水 解 析,施設設計及びエ事数量

3)農

4)社会

莱

農業関連資料の照査

土地利用,農業形態,牧畜,農業生産等の調査

農業支援租識,農業機械,農産物市場等の調査

最適な作付形態,牧畜計画等の提案

･経済調査
洪 水 被 害 調 査

士地生産性,農業規模,置用,収入水準等の事業実施による影響の評価

事業実施前後の利益の評価

5)経済効果
一

事業費の積算
一

軽済効果の算定

6)環境問題
一 必要に応じて､事業の環境へ及ぼす影響の検討
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く3) 専門技術の投入

1.総括(団長)

2.気象･水文A

3.気象･水文B

4.土木地質

5.潅淑･排水A

6.潅灘.排水B

7,河 川A

8.河 川B

9.構造設計A

IO.構造設計B

ll.農 業

12.社 会

13.経 済

14.環 境

15.調査･計画A

16.調査･計画B

計

(4) 作業計画

項巨/jI‡

パキスタン技術者

現地調査

5.0

6.5

5.5

4.0

5.0

4.0

_j』35.0

(単位:人･月)

日 本 技 術 者

国包生茎
5.5

4.0

2.0

5.5

5.5

3.0

3.0

3.0

2.0

33.5

塾塾墨萱
6.5

-5.0

4.0

6.5

5.5

4.0

5.0

5.0

5.0

46.5

計

1■2.0

9.0

5.0

6.0

12.0

6.5

ll.0

5.5

7.0

4.0

8.0

5.0

8.0

4.Q

7.0

5.0

115.0

1 2 3
･4
5 6 7 8 9 10=1 12 13 14 15 16 17 18

1.現 地

調 査

2.国 内

偉 業

3. *%%

4.ブTイナル

レポート

コメント≠

5.〃イナル

l描-ト洞

ll&

tン ど 事2k
△ 1レ

A
タフト

Tイナ
フTイ
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4. 2 ミタワン川潅淑パイロット開発計画

本事業はデイ-
･ジー･カーン地区の主要河川の1つ､ミタワン川をパイ

ロット事業として先行開発するものである｡当地域与皇既にF/S調査が完了
している｡ミタワン川涜域の開発ほ､ ｢地方農村の開発地域差を是正し､短

期間に投資効果の発現が期待できる事業+として選定したもので､パキスタ

ン国潅淑開発計画の基本方向に即した計画である｡

主要分涜施設ほコテイ･バラ(Choti 8ala)地先の扇頂部に計画する｡河

床ほ砂礎の堆積層で､表層ほ細砂-シルトに被われている｡分涜施設は高さ

最大6m程度の土･石からなる堰填であり､支持力は十分あると判節.された｡

諸元は次の通りである｡.

1)ミタワン川分涜堰

涜域面積

堰稔延長

分涜施設

放涜施設

設計洪水量

700 h肩

1,850 m

2ヶ所( 125mx2 )

1ヶ所(幅 528m)

2,200 rrUs (T-25年)

他の諸施設ほ次の通りである｡

2)コテイ川分涜堰

涜域面積

堰麓延長

分涜施設

放涜施設

設計洪水量

95 h& (ミタワン川の支川)

75 m

4ヶ所

1ヶ所(幅 30m)

300 rG/s (T-25年)

3)ナンガル川分涜施設の改修

4)パティ水路分涜施設の改修

山麓平野の耕地面積は24, 500haであるが､洪水涜出水を利用した年平均耕

作面積ほ4,300haにすぎない｡当地区には小麦,_グラム(豆類)
,オイルシ

ード等が栽培されており､洪水涜出水の最長･適切な管理により地域の農業

生産は飛躍的に拡大するであろう｡

本事業は繋急性が高く､かつ海期間に投資効果の発現が期待できる事業で

あり､日本政府の無償協力資金により調査･事業実施するのが妥当であると

判断した｡この事業の実施受入れ機関はパンジャブ州政府潅減電力局である｡

調査･事業実施の骨子はおおよそ次の通りである｡
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(1) 調査期間

B/S調査及び事業実施期間は2年とする｡

(2) 作業計画

項 目/月 数 1 2 3 4 5 6 T 8 9110 ll 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

基柚計(現地調査

基本設計(田内作業

交 換 公 文

詳 細 設 計

入札準備及び入札

工 事 夷 釣

△

△

(3) 主要調査項目

1)既存のF/S調査の調査･点検
一

補足測量,気象･水文,地質,涜出解析
一

農業,潅淑排水,農業経済,水利権
一

人口,地域･国内経済,洪水故事,単価,事業費

2) B/D調査
一

事業の詳細な評価
一

諸施設の基本設計
一

施工計画,事業費帝算

4. 3 ディ-･アイ･カーン潅我開発計画

本事業ほディー･アイ･カーン地区において､洪水涜出水の有効利用･洪

水管理により海瀬を主とした農村地域開発を図るものである｡

基幹水利施設としては､地区内の主要2河川に貯水池を計画し､他の3河

川に分涜固定堰を設け,併せて地区内の農地へ潅親水を送水するための水路

網である｡

タンク川のダムサイト地点の現地調査を実施したが､岩盤が露呈し､狭窄

部であることから､中規模の貯水池は建設可能であると判断した｡また､地
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区内小河川にはコンクリート構造の固定堰により取水している地域も見受け

られ､ティー･ジー･カーン地区より季節的涜出期間が長いことが推察され

た｡また.雨期の初旬にもかかわらず､各所で洪水涜による道路の欠壌寸断

ケ所がみられ､下淀城では排水施設の不備が認められた｡

本地区にほ洪水流出水を利用した潅淑農地が25.3万haあり､この事業によ

り地域農業生産を飛躍的に拡大し,山麓平野下涜部の農村地域の浸水災亨を

防止することができるであろう｡

本事業に関してほ､今後J ICAのP｢e F/S調査を行い､地区のマスタ

ープランを確立するとともに､技術的･経済的に最も優先度の高い地域を選
定し､ F/S調査するのが妥当であると判断した｡この調査･事業の実施受

入れ機関は北西辺境州政府海瀬公共保建者(irrigation & Publ ic Health

Engineering Depertnent NuFP, Peshawar )になるものと思料される｡

本件をJ I CAのF/S調査として取り上げる場合ほ､パキスタンローカ

ルコンサルタントチームを清用することが効果的であろう｡これらの調査計

画骨子はおおよそ次の通りである｡

(1) 調査期間

現地調査ほ6.5カ月とし､全調査期間ほ18カ月である｡

(2)

1)

主要調査項目

現地調査及び資料収集
一

地形図,河川,潅灘,農業,社会･経済,洪水管理等の資料収集及び照

査

2)洪水管理及び農業開発計画調査

3)農

洪水涜出特性,洪水被青,涜域保全等の調査

海戦排水計画,分水計画,洪水涜の潅淑への利用計画

偉物の消費水量,海瀬効率等を考慮した用水計画

洪 水 解 析,施設設計及び工事数量

業

農業国連資料の照査

土地利用,農業形態,牧畜,農業生産等の調査

農業支援組織,農業蔑械,農産物市場等の調査

最適な作付形態,牧畜計画等の提案
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4)社会･経済調査
一

洪 水 被 音 調 査
一

土地生産性,農業尤模,震用,収入水準等の事業実施による影響の評価
一

事業実施前後の利益の評価

5)経済効果
一

事業費の積算
一

連済効果の算定

6)環境問題
一

避要に応じて､

(3)専門技術の投入

1.絵括(団長)

2.気象･水文A

3.気象･水文B

4.土木地質

5.潅淑･排水A

6.潅灘.排水B

T.河 川A

8.河 川B

9.構造設計A

10.構造設計B

ll.農 業

12.社 会

13.経 済

14.環 境

15.調査･一計画A

退こ選査二五重旦
計

事業の環境へ及ぼす影響の検討

パキスタン技術者

現地調査

5.0

6.5

5.5

4.0

5.0

4.0

_ii9
35.8

(単位:人･月)

日 本 校 締 着

塾堅塁査
6.5

5.0

4.0

6.5

5.5

4.0

5.0

5.0

5.0

46.5

国包塵茎
5.5

4.0

2.0

5.5

5.5

3.0

3.0

3.0

2.0

33.5

計

12.0

9.0

5.0

6.0

12.0

6.5

1l.0

5.5

7.0

4.0

8.0

5.0

8.0

4.0

7.0

5.0

115.0
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(4) 作業計画

那/月丑
ll 12 13

4
15
6
17
8
19 Ilo Ill 112 113 [14 115 116 117

181

1.現地

調査

2.国内

作業

3.報告香

4.7Tイナル

レ者-I

コメ?ト≠

5';#'_1:wh!

△イ

i
I

l衣 I

事l

△イ

li

東2茨

事2 衣

△

fl
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Tイナ

lコ

i

7'イ

i

△

i

:′セア{

i
l

tン

i

､1)

l I

△
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i
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I
I
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添.付 資 料

1.調査者略歴

2.調査日種

3.耳文き島資料-事監

4.面接者リス ト

5.現場写井



添付資料

1.調査者略歴

調 磨

大堀 忠至

鈴木 迫郎

S.17.10.18生

S.42. 3

S.43.10

S. 42.4-S.48.5

S. 48. 6-現在

S.25. 3. 4生

S.48. 3

S.48. 3 --S.52.1(I

S.52.12 -S.54. 3

S.54. 5
-現在

東京大学農学部農業工学科卒業

英国サザンプトン大学

土木工学部修士課程修了

㈱三祐コンサルタンツ

日本技研株式会社

専務取締役 技術本部長

高知大学農学部農業工学科卒業

日本建設コンサルタント㈱

青年海外協隊(チュニジア国)

日本技研株式会社

技術本部 技術二部次長
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添付資料

2.調査日程

日数 年月日 出発日 到着地 宿泊地 備考

1 元.7.2
成田 バンコック

カラチ

出国(TG641便11:OO尭)

バンコック カラチ パキスタン入斑(TG507便21:00著)

l2 13
カラチ イスラマl(-ド

イスラマJl-ド

移動

f日本大-連邦-傾源.姦智,関係省職敬i
I
3

I
4
りラマ)1一声 ムルタン

l

デI-･.>･カーン

移動

ムルタン デI-･㌻･カーン パンジャプ州政府･海鮮電力省打合せ

4 5 ))

現地産査･資料耽集

5 6 I)

n

6 7 JJ

)I

7 8
デイ-･:I-･かンデト･アイ･カーン

デイ-･Tj･かン㌫㌫析.潅私共深錘省打鮒l

8 9 Jl

項地踏査･資料収集

9 10
デL-･･>･かン イスラマJi-ド

イスラマJl-ド

現地踏査･資料収集

移動

10 ll I)

日本大使館,連邦政府,水資源･電力雀,園係省庁説明

ll 12
イスラマ11一宇カラチ

カラチ

資料整理

移動

l12
13
カラチ 成田 パキスタン出国(PK750便6:08発)

日本入国(同便21:45着)

- 29 -



添付資料

3.収集資料一覧

l) Flood Management of D.G.khan Hill Torrents.

2) Mitayan H=I Torrent Planning and Design Report. (Pi一ot Project)

3) Mitawan H=l Torrent Drawings. (Pilot Project)

4) Flood Hanage仙ent Of D.G. khan H=l Torrent Major H=( Torrents Desig

n-Drawings.

5) F一ood Management of D.G. khan H=l Torrents Analytical Studies, Hydr

ometeorologicaJ Evaluations.

6) Flood Management of 0.a. khan Hilt Torrents.

T) Ana一ytical Studies, F[ood Manageqlent Studies.

8) Flood Management of D.G.khan H= Torrents AnalytTicaJ Studies, Model

Studies.

9) Management of Rod Kohi lrrigation syste耶in D.i. Khan District, ”.”.

F.ド.

10) Construction / Improvement of Nawabi Sp‖=eir in a.Ⅰ.Khan District

ll) Construction of S°i(I Weir GUT lnam Tehsjl Tank.

12) Construction of Spi‖ Weir at Gandi lssab (Sad Oadiat), Tehsil Kulac

hi.

13) F/S of H‖t Torrents in ”.”.F.P and 8aluchistan Proposal for Consu(t

ing Engireering Services.

14) Scheme of Dispersion of Kaha Hil[ Torrent.
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添付資料

4.面接者リスト

省庁名 名前

1)Secretary

Mr,AbdurRahimMahsud

-Hr.MianHoha㈹adHaqbooIAlam

MinistryofWater&Power

Islamabad

2)ChiefEng.

Federa[ FIood Commission Hinistr

of Water a Power lslamabad

3) Chief Eng.

ProvinciaI Irrigation Depertment

Hu】tan, Gov. of Punjab

4) Chief Eng. Adviser

Ministry of Water a Power

ls lamabad

5) Superintending Eng. (Flood)

Hinistry of Water a Power

ls lamabad

6) Executive Eng.

ProvinciaL Irrigation Depertment

Hultan, Gov. of Punjab

T) StJb.Divisiona1 Officer.

Provincial Irrigation Depertment

D.G.Khan. Gov. of Punjab

8) Sub. End.
ProvinciaI Irrigation Depert冊ent

D.G.Khan, Gov. of Punjab

9) Executive Eng.

ProvinciaI Irrigation Depertment

D,I.Khan, Gov. of ”.”.ド.P

10) Assistant Eng,

T甘bewell Sub. Division 0.I. Khan

ll) Assistant Eng.
Paharpur Canal Sub. Division

O.I. Khan

12) Director'

Watershed Managefbent, NAPDA

Ravalpindi

Hr.Hohammad lqhal

Hr‾.Asif ”. Kazi

Mr.Illahi 8akhsh Shaiki

Hr.SaJLjad Nasjn

Hr.Hoha附ad Qasiq Saeed

Hr.Mohanmad Akran Arghan

Hr.Hizbulla khan Gandapur

Mr. InayatuHah

Hr.Haji Khan Altahdad

Mr.Ja[ed UR Qureshi Rahman
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現 場 写 兼

- 32 -



整
ll

1-

3･て

Jl

諺

･咽琴軍･ t王

e

1

軒t一

｢ii

■■■l -‾〉

′
4

二1■■-+

Tl

I_I -Iモ＼

･一 斗ら.I.

丁す
f.I
tl

1

十･▲∴

9t
-`■-1匂.ー
_.-3ー′叫+

r*

I
I

‾J(

J.

(･<L.

■

lj
l

卑
∋ち

p～
′+●

E書-I

一以菅11

I
r

声

I
- i-発

■遷j

_
_::A

㌔, ～

!

1Lirl'lTL:'
⊥

I I l･i p＋■

l･≠イト

1■ナ.Lノ ー｡t-

■
･ ll

1 - - 土】 l

l ト■こ.1′:



･‥_'加L～

_
i..'JY.

.

p:-､しl=.1. .～'t柚I
I

丁‾竺転生‥
A-I/=芸､

_1 :拷

♪｢

J> it

7T1 ㌔./,i

.一之

-Jlrゝ

'三′号

3こ.I
･-

.ホJtil._---/

･l:r ,'.h=i_

.'J[hlh山
戸ト E =lt1 5 1暮

,;(il=Ll･滅



I レ

FI f

IHI

_dv.排
L':
;_ll

･ヽ--ー

簡ご

I
_ *-

L ⊥古壷㌢去:Tし`‾二一

主義讃聖賢'.=,㌫
rTTゝ

i_

ヽー
▼､･ ▼÷

ヂ▲二-I..

嘗､:

､⊥

こモ

J帆
欄き一こ

町
I.毛J.-1ー

‾

‾
サ

I:.I
t-I

'<( I: 禦=
JL _･

■i

うぅ
-

畑 E

川r) l

‡】

/_ !t13

1b.

EeV.こイ[- i :”,.1Ei[･:1:'[1

ト=I l[Eli川 Ril

A
I;う･

】‖【(



二主･⊥-一三ご-･tl･

ことサL･-, I

ヒ琵戯‾-…芸

vi4Ib

A_.∴

′‾㌧

i

I
.

･

'▲-1･丁

ヽ

･▲巾

▲､_-___⊥i_A+■一且_▲払i▲__一_.∫

由て

=■iー‾
.-_I-I-r

-,･_+ーニー一--TL～

選一-_i∴..毒…†
l:■p:

= .:I.: 1

-- 36



サ'､I

la庶
飽'

_llI

･･も

ヽ､

i

.ji

汁ll

L

i冬&∴三

L･': i.i

n'

暮1 l-･11F1

!1

i三√

-

･ー†
_-●.

-
1■pIJIE

‾
小 i...='.､･-

I_.&”_-
･ヽ■■■l■■_.

-I
37 -

重たLli
二Ll[..i

ナ､B妃コ,ニ･

!liJi i



軒

■

■■■■■11■■■■■■-

P-
- ヽ･､

∴-1j事叫-～年J一iサー
i--一.･･､･-.～

v‾叫‾.喜箕壷:ニー｡.---i
･LT･‾p一-一己一亡′盆_‾rF

p･r-
=j･-I

′～

hET)
`;一■■k

＼ヽ

iut･T<
:t

--･

t-.

式

38

敵
.>



='‾肺=+∫

L･己:1?1

望ち⊥二_ :

蛋:こ_

′

.}･一一'-`

i. {･.

=

Ill

､号

;.

--i.-.(1鞍

-1一一-一書--･TW-p>＋.

いヰテ=-.!･.･T-r:･k--虹-----･･･_71簡こ1-`■‾‾ヲ■;

-.:･サーTJ苛監護雲戸.こ㌃･-ヤー
無感撃t_,:--'壷箪義軍舞一驚‾･さ-:-∵,でrit_ーj.Lq･一==-

ト=
L‾

lL i( iEH I ” I

l1
()



qこ:..-, T-#r--二

･√

音

套≠_1～･･を二

一-■■

-r包出

･T‾f
I

r

-

套式‾∵
‾'

･司

I

㌔

i

Jp_

～ 古 妻

岳

一Ip l

j･,-.

1
.

鼻‾轟

l.T':

什‾･1J-.

ナ ‾d --一三=‾‾‾

-マモ.-･=こ.+⊥;-_
-しー‾】ユ･ヽ

1l-,いF ミ■--Eド】‾rl

+() -

L IL



二て--._I

千

hii壷
1,:′塑j･
=.職.

L#･

毒筆覧_:ll
*[i

Jr

･Jp

ー■千言

弓｢‾ '4
‾-:-I

′' ヽ'･J父.

.
.

▼/-

.I

:■～√..
･I-

･
-
I
,

a

t -Tf.二
ゝ一↓.

ふユー● ･√

.一J
{,

/

I

rT甘

t<-Lし'MIV･

■苧L I

/ ｢

lr=‾/ i ILL I-ホ･二＋.

='-て葦き十三:il一
I一･‾p

--一･-I
-_･--

廃館撃≡
Ll勺トーJi･ニーニ･-

,/

-.TL･d., -

----
.

-･.

･
-

JLl

-_1こtT:
･LJ

?-イ嘗
-Jt･-/TLt fTf”
-:ゝさ一>一二

- /I
I

--

-｢

t;JLl1 1卜純･卜 ■_･･irlLll;;1r ”.:､1･i

て■-mjles
ii J･'!l

:. i‾■=



A/-'詫主
し-

ソし 小Dり)r 幸一 い. ′

＼･;re≠ L:,

L12 -

ne L〉(■(lt)LISeH

_}貞II
LJ `■､‾‾ Ll = J .ド

of Hithayan ==1 Torrent


	表紙
	目次
	まえがき
	パキスタン行政区域図
	デイー・ジー・カーン及びデイー・アイ・カーン潅漑開発位置図
	第1章　　調査の経緯　
	1．1　調査の背景
	1．2　調査の目的
	1．3　調査の実施

	第2章　　事業の背景
	2．1　パキスタンの概要
	2．2　農業事情
	2．3　第7次5ケ年計画

	第3章　　事業計画
	3．1　デイー・ジー・カーン潅漑開発計画
	3．2　ミタワン川潅漑パイロット開発計画　
	3．3　デイー・アイ・カーン潅漑開発計画

	第4章　　総合所見
	4．1　ディー・ジー・カーン潅漑開発計画
	4．2　ミタワン川潅漑パイロット開発計画
	4．3　デイー・アイ・カーン潅漑開発計画

	添付資料
	1．  調査者略歴
	2．　調査日程
	3．　収集資料一覧
	4．　面接者リスト
	5．　現場写真




